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患者向医薬品ガイド 
2023年 10月更新 

 

アドエア 100 ディスカス 28 吸入用 

アドエア 100 ディスカス 60 吸入用 

アドエア 250 ディスカス 28 吸入用 

アドエア 250 ディスカス 60 吸入用 

アドエア 500 ディスカス 28 吸入用 

アドエア 500 ディスカス 60 吸入用 

アドエア 50 エアゾール 120 吸入用 

アドエア 125 エアゾール 120 吸入用 

アドエア 250 エアゾール 120 吸入用 
 

【この薬は？】 

販売

名 

アドエア 100 

ディスカス 

28吸入用 

Adoair100Diskus 

28doses 

アドエア 100 

ディスカス 

60吸入用 

Adoair100Diskus 

60doses 

アドエア 250 

ディスカス 

28吸入用 

Adoair250Diskus 

28doses 

アドエア 250 

ディスカス 

60吸入用 

Adoair250Diskus 

60doses 

アドエア 500 

ディスカス 

28吸入用 

Adoair500Diskus 

28doses 

アドエア 500 

ディスカス 

60吸入用 

Adoair500Diskus 

60doses 

アドエア

50エア

ゾール 

120吸入

用 

Adoair50 

Aerosol 

120puffs 

アドエア

125エア

ゾール 

120吸入用 

Adoair125 

Aerosol 

120puffs 

アドエア

250エア

ゾール 

120吸入用 

Adoair250 

Aerosol 

120puffs 

一般

名 

サルメテロールキシナホ酸塩／フルチカゾンプロピオン酸エステル 

Salmeterol Xinafoate / Fluticasone Propionate 

含有

量 

（1

ブリ

ス

ター
*ま

たは

1回

噴霧

中） 

サルメテロール

キシナホ酸塩

72.5μg（サルメ

テロールとして

50μg）／フルチ

カゾンプロピオ

ン酸エステル

100μg 

サルメテロール

キシナホ酸塩

72.5μg（サルメ

テロールとして

50μg）／フルチ

カゾンプロピオ

ン酸エステル

250μg 

サルメテロール

キシナホ酸塩

72.5μg（サルメ

テロールとして

50μg）／フルチ

カゾンプロピオ

ン酸エステル

500μg 

サルメテ

ロールキ

シナホ酸

塩 36.3μ

g（サルメ

テロール

として 25

μg）／フ

ルチカゾ

ンプロピ

オン酸エ

ステル 50

サルメテ

ロールキ

シナホ酸

塩 36.3μg

（サルメテ

ロールと

して 25μ

g）／フル

チカゾン

プロピオ

ン酸エス

テル 125μ

サルメテ

ロールキ

シナホ酸

塩 36.3μg

（サルメテ

ロールと

して 25μ

g）／フル

チカゾン

プロピオ

ン酸エス

テル 250μ
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μg g g 

＊：1回分の薬剤（粉末） 

 
 

患者向医薬品ガイドについて 
 

患者向医薬品ガイドは、患者の皆様や家族の方などに、医療用医薬品の正しい理

解と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。 

したがって、この医薬品を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療

関係者向けに作成されている添付文書を基に、わかりやすく記載しています。 

 医薬品の使用による重大な副作用と考えられる場合には、ただちに医師または薬

剤師に相談してください。 

ご不明な点などありましたら、末尾に記載の「お問い合わせ先」にお尋ねくださ

い。 

さらに詳しい情報として、PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html に添付文書情報

が掲載されています。 
 

 

【この薬の効果は？】 
・この薬は、長時間作用する気管支拡張剤と、ステロイド性抗炎症剤と呼ばれる

薬を両方含んだ吸入剤です。 

・この薬は、吸入してすぐに効果はあらわれませんが、長時間にわたり気管支を

拡げてさらに炎症をおさえることにより、呼吸を楽にします。 

・次の病気の人に処方されます。 

〔アドエア 250 ディスカス 28 吸入用、アドエア 250 ディスカス 60 吸入用、アド

エア 125 エアゾール 120 吸入用〕 

・気管支喘息（吸入ステロイド剤及び長時間作動型吸入β2 刺激剤の併用が必

要な場合） 

・慢性閉塞性肺疾患（慢性気管支炎・肺気腫）の諸症状の緩解（吸入ステロイ

ド剤及び長時間作動型吸入β2刺激剤の併用が必要な場合） 

〔アドエア 100 ディスカス 28 吸入用、アドエア 100 ディスカス 60 吸入用、アド

エア 500 ディスカス 28 吸入用、アドエア 500 ディスカス 60 吸入用、アドエア 50

エアゾール 120 吸入用、アドエア 250 エアゾール 120 吸入用〕 

気管支喘息（吸入ステロイド剤及び長時間作動型吸入β2 刺激剤の併用が必要

な場合） 

 

・この薬は、毎日規則正しく使用する薬で、喘息の発作や慢性閉塞性肺疾患の増

悪を速やかに鎮める薬ではありません。症状が悪化した時には、別に処方され

た発作止め薬を使用するか、ただちに受診してください。 

・この薬は、体調がよくなったと自己判断して使用を中止したり、量を加減した

りすると病気が悪化することがあります。指示どおりに使用し続けることが重
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要です。 

 

【この薬を使う前に、確認すべきことは？】 
○次の人は、この薬を使用することはできません。 

・有効な抗菌剤のない感染症にかかっている人 

・全身の真菌症にかかっている人 

・過去にアドエアに含まれる成分で過敏症のあった人 

○次の人は、特に注意が必要です。使い始める前に医師または薬剤師に告げてくだ

さい。 

・結核にかかっている人 

・感染症にかかっている人 

・甲状腺機能亢進症の人 

・高血圧の人 

・心臓に障害のある人 

・糖尿病の人 

・気管支粘液の分泌が多い人 

・長期または大量の全身性ステロイド療法を受けている人 

・低酸素血症の人 

・妊婦または妊娠している可能性のある人 

・授乳中の人 

○この薬には併用を注意すべき薬があります。他の薬を使用している場合や、新た

に使用する場合は、必ず医師または薬剤師に相談してください。 

 

【この薬の使い方は？】 
 この薬は吸入薬で、飲み薬ではありません。 

● 使用量および回数 

使用量は、あなたの症状などにあわせて、医師が決めます。 

なお、1日に使用する回数は 2回までです。 

通常、使用する量および回数は、次のとおりです。 

〔気管支喘息の治療に使用する場合〕 

○成人の場合 

販売

名 

アドエア

100 

ディスカス

28吸入用 

アドエア

100 

ディスカス

60吸入用 

アドエア

250 

ディスカス

28吸入用 

アドエア

250 

ディスカス

60吸入用 

アドエア

500 

ディスカス

28吸入用 

アドエア

500 

ディスカス

60吸入用 

アドエア

50 

エアゾー

ル 

120吸入

用 

アドエア

125 

エアゾー

ル 

120吸入

用 

アドエア

250 

エアゾー

ル 

120吸入

用 

一回

量 

1 回 1 ブリ

スター（レ

バーを 1回

押す） 

医師の判断

に応じて 1

回 1ブリス

タ ー （ レ

バーを 1回

医師の判断

に応じて 1

回 1ブリス

タ ー （ レ

バーを 1回

1 回 2 噴

霧（ボン

ベの底を

2 回 押

す） 

医師の判

断に応じ

て 1 回 2

噴霧（ボ

ンベの底

医師の判

断に応じ

て 1 回 2

噴霧（ボ

ンベの底
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押す） 押す） を 2 回押

す） 

を 2 回押

す） 

吸入

回数 

1日 2回 

吸入 

1日 2回 

吸入 

1日 2回 

吸入 

1日 2回

吸入 

1日 2回

吸入 

1日 2回

吸入 

 

○小児の場合 

販売名 アドエア 100 

ディスカス 28吸入用 

アドエア 100 

ディスカス 60吸入用 

アドエア 50 

エアゾール 120吸入用 

一回量 医師の判断に応じて 1回 1ブ

リスター（レバーを 1 回押

す） 

1 回 1 噴霧または 2 噴霧

（ボンベの底を 1 回または

2回押す） 

吸入回数 1日 2回吸入 1日 2回吸入 

 

〔慢性閉塞性肺疾患の諸症状の緩解に使用する場合〕 

販売名 アドエア 250 

ディスカス 28吸入用 

アドエア 250 

ディスカス 60吸入用 

アドエア 125 

エアゾール 120吸入用 

一回量 1回 1ブリスター（レバーを

1回押す） 

1回 2噴霧（ボンベの底を 2

回押す） 

吸入回数 1日 2回吸入 1日 2回吸入 

 

過度に使用した場合、不整脈や心不全など重篤な副作用がおこるおそれがあり

ますので、1日 2回を超えて使用しないでください。 

● どのように使用するか？ 

・吸入方法に関しては医師や薬剤師から説明を受けてください。使用説明書にも

書かれていますので、よく読んで使用してください。 

 また、巻末の〔アドエアディスカスの吸入方法〕、〔アドエアエアゾールの吸入

方法〕も参照してください。 

 不明な場合は、医師や薬剤師に相談してください。 

・口腔内カンジダ症やしゃがれ声の予防のため、この薬を吸入した後はうがいを

してください。うがいができない場合は、口の中をすすぐようにしてください。 

● この薬を吸入できる回数は？ 

〔アドエア 100 ディスカス、アドエア 250 ディスカス、アドエア 500ディスカス〕 

この薬の中には 28回分または 60回分の薬が入っています。 

処方されたときはカウンターに「28」または「60」と記載されていますが、吸入

するときにレバーを押すと自動的にカウンターが動き、残りの使用回数が確認で

きます。この表示が「0」（ゼロ）になったら使用しないで新しい薬と交換してく

ださい。 

〔アドエア 50エアゾール、アドエア 125エアゾール、アドエア 250エアゾール〕 

容器 1 缶で 120 回噴霧できます。処方されたときはカウンターに「124」と記載

されていますが、はじめて使用するときはカウンターの表示が「120」になるま
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でボンベを 4 回空噴霧してから使用してください。ボンベを押すと自動的にカ

ウンターが動き、残りの使用回数が確認できます。この表示が「0」（ゼロ）になっ

たら新しい薬と交換してください。 

● 効果が不十分な場合の対応 

この薬を毎日規則的に使用しても効果が不十分な場合には、できるだけ早く受診

してください。 

●使用し忘れた場合の対応 

2 回分を１度に吸入しないでください。気付いたらすぐに 1 回分を吸入してくだ

さい。ただし、次に吸入する時間が近い場合は 1回とばして、次の時間に 1回分

吸入してください。 

●多く使用した時（過量使用時）の対応 

血清カリウム値の低下などにより、脱力感、喉が渇く、息苦しい、手足のまひな

どの症状があらわれることがあります。場合により、心停止にいたることもあり

ます。患者さんは過量使用時の危険性について十分理解できるまで説明を受けて

ください。 

また、副腎皮質機能の低下により、体がだるい、吐き気、嘔吐、力が入らない、

食欲不振などの症状があらわれることがあります。 

いくつかの症状が同じような時期にあらわれた場合は、使用を中止し、ただちに

受診してください。 

 

【この薬の使用中に気をつけなければならないことは？】 
〔この薬を使用される全ての方に共通〕 

・指示された使用量および回数を必ず守ってください。小児が使用する場合は、

家族も正しい使用方法を理解して監督してください。 

･この薬は、喘息の発作や慢性閉塞性肺疾患の増悪を速やかに鎮める薬ではあり

ません。この薬は毎日規則正しく使用する薬です。 

・この薬を使用中に喘息の急性の発作がおこった場合または慢性閉塞性肺疾患

が急性増悪した場合には、別に処方された発作治療薬を使用してください。そ

の発作治療薬の使用する量が増えたり、効果が不十分と感じられたりする場合

は、できるだけ早く主治医または近くの医療機関を受診してください。 

・この薬の投与を突然中止すると症状の急激な悪化を起こすことがあります。主

治医の指示なく、自己判断で使用を中止したりしないでください。 

・全身性ステロイド＊と比較して可能性は低いものの、吸入ステロイド剤の連用

により、全身性の作用としてクッシング症候群、クッシング様症状（肥満、満

月様顔貌（ムーンフェイス）、筋力の低下など）、副腎皮質機能抑制（体がだる

い、力が入らない、意識の低下、吐き気、嘔吐、食欲不振など）、小児の成長

遅延、骨密度の低下、白内障（かすんで見える、視力の低下、まぶしいなど）、

緑内障（目のかすみ、視力の低下、視野が欠けて狭くなる）、中心性漿液性網

脈絡膜症（視力の低下、目のかすみ、物がゆがんで見える）などがあらわれる

ことがあるので、特に長期間使用したり、大量に使用したりする場合は、定期

的に検査が行われます。 

・過量に使用すると、血清カリウム値の低下などにより、不整脈（めまい、動悸

など）があらわれることがあります。このような症状があらわれたら、ただち

に使用を中止し、受診してください。場合により、心停止にいたることもあり
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ます。 

・妊婦または妊娠している可能性がある人は医師に相談してください。 

・授乳をしている人は医師に相談してください。 

・他の医師を受診する場合や、薬局などで他の薬を購入する場合は、必ずこの

薬を使用していることを医師または薬剤師に伝えてください。 

〔気管支喘息の治療に使用する場合〕 

・この薬を含めた吸入ステロイド薬の使用後に、好酸球性多発血管炎性肉芽腫症

にみられる好酸球増多症がまれにあらわれることがあります。この症状は通常、

この薬の使用中に全身性ステロイド*の減量・中止に伴ってあらわれていて、こ

の薬との関連性は明らかではありませんが、手足のしびれ、発熱、関節痛など

の症状があらわれたら、医師に連絡してください。 

 

これらのことについて、患者さんまたは保護者の方は理解できるまで十分説明

を受けてください。 

 

＊全身性ステロイド：ステロイドと呼ばれるグループに属する薬のうち、飲み

薬と注射のこと。この薬は吸入薬なので全身性ステロイドではありません。 

 

副作用は？ 

特にご注意いただきたい重大な副作用と、それぞれの主な自覚症状を記載しまし

た。副作用であれば、それぞれの重大な副作用ごとに記載した主な自覚症状のう

ち、いくつかの症状が同じような時期にあらわれることが一般的です。 

このような場合には、ただちに医師または薬剤師に相談してください。 

重大な副作用 主な自覚症状 

ショック 
ショック 

冷汗が出る、めまい、顔面蒼白（そうはく）、手足が冷

たくなる、意識の消失 

アナフィラキシー 
アナフィラキシー 

全身のかゆみ、じんま疹、喉のかゆみ、ふらつき、動

悸、息苦しい 

重篤な血清カリウム

値の低下 
じゅうとくなけっせいカリウム

ちのていか 

脱力感、喉が渇く、息苦しい、手足のまひ、筋力の低

下、意識の低下、意識の消失 

肺炎 
はいえん 

発熱、咳、痰、息切れ、息苦しい 

 

以上の自覚症状を、副作用のあらわれる部位別に並び替えると次のとおりです。

これらの症状に気づいたら、重大な副作用ごとの表をご覧ください。 

部位 主な自覚症状 

全身 冷汗が出る、ふらつき、脱力感、発熱 

頭部 めまい、意識の低下、意識の消失 

顔面 顔面蒼白（そうはく） 

口や喉 喉が渇く、咳、痰、喉のかゆみ 

胸部 動悸、息切れ、息苦しい 
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手・足 手足のまひ、手足が冷たくなる 

皮膚 じんま疹、全身のかゆみ 

筋肉 筋力の低下 

 

【この薬の形は？】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドエア 100ディ

スカス 28吸入用 
アドエア 100ディ

スカス 60吸入用 

アドエア 250ディ

スカス 28吸入用 
アドエア 250ディ

スカス 60吸入用 

    

アドエア 500ディ

スカス 28吸入用 
アドエア 500ディ

スカス 60吸入用 

  

アドエア 50エア

ゾール 120吸入用 
 

アドエア 125エア

ゾール 120吸入用 
 

アドエア 250エア

ゾール 120吸入用 
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【この薬に含まれているのは？】 

 アドエア 100ディスカス 28吸入用、

アドエア 100ディスカス 60吸入用、

アドエア 250ディスカス 28吸入用、

アドエア 250ディスカス 60吸入用、

アドエア 500ディスカス 28吸入用、

アドエア 500ディスカス 60吸入用 

アドエア 50エアゾール 120吸入用、 

アドエア 125エアゾール 120吸入

用、 

アドエア 250エアゾール 120吸入用 

有効成分 サルメテロールキシナホ酸塩／フルチカゾンプロピオン酸エステル 

添 加 物 乳糖水和物 

（夾雑物として乳蛋白を含みます） 
1,1,1,2-テトラフルオロエタン 

 

【その他】 
● この薬の保管方法は？ 

〔アドエア 100 ディスカス、アドエア 250 ディスカス、アドエア 500ディスカス〕 

・直射日光と湿気を避けて室温（１～３０℃）で保管してください。 

・アルミ包装は使用開始直前まで開封しないでください。 

・子供の手の届かないところに保管してください。 

〔アドエア 50エアゾール、アドエア 125エアゾール、アドエア 250エアゾール〕 

・内側のボンベをアダプターからはずさないでください。 

・噴霧口のつまりを避けるため、少なくとも 1週間に 1回以上アダプターの吸入

口の外側と内側を乾いた布やティッシュペーパーでよく拭き、清潔に保管して

ください。 

・ボンベは絶対にぬらさないでください（噴霧口がつまる原因となります）。 

・直射日光と湿気を避けて室温（１～３０℃）で保管してください。 

・ボンベは火中に投入しないでください。 

● 薬が残ってしまったら？ 

・絶対に他の人に渡してはいけません。 

・余った場合は、処分の方法について薬局や医療機関に相談してください。 

 

【この薬についてのお問い合わせ先は？】 
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬剤師

にお尋ねください。 

・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。 

製造販売会社： 

グラクソ・スミスクライン株式会社（https://jp.gsk.com） 

カスタマー・ケア・センター 

電話：０１２０－５６１－００７ 

受付時間：９時～１７時４５分（土、日、祝日および当社休業日を除く） 
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〔アドエアディスカスの吸入方法〕 
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〔アドエアエアゾールの吸入方法〕 

 
 

 


